
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

２０２６年 ６月 ２６日  

 

長崎市長 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県大村市溝陸町８１５ 

氏 名 長工醤油味噌協同組合 

    理事長 宮崎太樹 

電話番号 ０９５７－５３－４６７８ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  長工醤油味噌協同組合 大村工場 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県大村市溝陸町８１５ 

計 画 期 間  ２０２５年４月１日 ～ ２０２６年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 食料品の製造業（分類：１２００） 

② 事 業 の 規 模 醤油・味噌等の出荷額： ２８億７８００万円 

③ 従 業 員 数 １３４人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

別紙のとおり 

 

（醤油製造工程における廃棄物発生・処理フローシート） 

（味噌製造工程における廃棄物発生・処理フローシート） 

 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

      

                   廃棄物等の処理費用管理 

                   廃棄物等の書類管理 

 

                   排水処理場の維持管理 

                   廃棄物の現場全般管理 

 

                   生産現場発生の廃棄物管理 
 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】       

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 動植物性残渣 

排 出 量 ２７１５．６５ｔ １７７．６６ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・醤油の圧搾粕を飼料として継続的に出せるように保管管理 

 ・原料処理工程での廃棄物発生の抑制 

 ・製品製造工程での資材/容器の廃棄物発生の抑制 

 ・生産不備による廃棄物/製品の返品による廃棄物の抑制 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 有機性汚泥 動植物性残渣 

排 出 量 ３３７０．０ｔ １８０．０ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・醤油製造工程の移送配管ロスによる廃棄物発生の抑制 

・原料処理工程での廃棄物発生の抑制 

 ・製品製造工程での資材・容器の廃棄物発生の抑制 

 ・製品の返品による廃棄物の抑制 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・工場内の廃棄物分別と保管場所を周知する。 

  別紙のとおり（廃棄物の分別 を参照） 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・各職場内で 工場内の“廃棄物の分別”を徹底すること 

 

総務部長 

施設課 

生産各課 

総務課 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（    年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 有機性汚泥  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
２３３４．５ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・排水処理場の汚泥脱水機の保守整備により脱水処理をの継続的 

  運転を維持する。 

・状況により排水処理場の汚泥を引抜き、産廃業者に処理委託 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 有機性汚泥  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
３０００．０ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（    年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 有機性汚泥（脱水汚泥） 動植物性残渣（ｽｸﾘｰﾝ粕） 

全 処 理 委 託 量 １５５．６３ｔ １３０．５ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１５５．６３ｔ １３０．５ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・味噌粕と原料粕の分別を確実に実施して処理業者の肥料化に 

 協力する。 

・空瓶やペットボトルは水洗いを行い、処理業者の再生利用に 

 協力する。 

・産業廃棄物管理票の取扱いを確実に行う。 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 有機性汚泥（脱水汚泥） 動植物性残渣（ｽｸﾘｰﾝ粕） 

全 処 理 委 託 量 ２００．０ｔ １３０．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２００．０ｔ １３０．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・産業廃棄物処理業者に委託する収集運搬から処分に至るまでの 

 確認を継続的に管理する。 
  

・処理業者との適正な委託契約を定期的に締結する。 
 

・産業廃棄物の種類毎に、処理業者と取り決めた指定場所に 

保管を徹底する。 

  

※事務処理欄   

 



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 動植物性残渣（カツオ粕） 有機性汚泥（醤油廃液） 

全 処 理 委 託 量 ４７．１６ｔ ３３０．５５ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
４７．１６ｔ ３３０．５５ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

 ② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 動植物性残渣（カツオ粕） 有機性汚泥（醤油廃液） 

全 処 理 委 託 量 ５０．０ｔ ３５０．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
５０．０ｔ ３５０．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

※事務処理欄   



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ③ 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 有機性汚泥(液状汚泥) 有機性汚泥 

全 処 理 委 託 量 ３９．６ｔ １１．0ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３９．６ｔ １１．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

 ④ 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 有機性汚泥(液状汚泥) 有機性汚泥 

全 処 理 委 託 量 １０．０ｔ １０．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１０．０ｔ １０．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

※事務処理欄   



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ⑤ 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 無機性汚泥(ろ過材) 無機性汚泥（セライト） 

全 処 理 委 託 量 １３．２ｔ ７０．５１ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１３．２ｔ ７０．５１ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

 ⑥ 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 無機性汚泥(ろ過材) 無機性汚泥（セライト） 

全 処 理 委 託 量 １０．０ｔ ７０．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１０．０ｔ ７０．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

※事務処理欄   



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ⑦ 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 混合廃棄物 有機物付着廃プラ 

全 処 理 委 託 量 １５．７８ｔ １．５５ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１５．７８ｔ １．５５ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

 ⑧ 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 混合廃棄物 有機物付着廃プラ 

全 処 理 委 託 量 ２０．０ｔ ８．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２０．０ｔ ８．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

※事務処理欄   



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ⑨ 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 廃プラ 廃プラ（フレコン） 

全 処 理 委 託 量 ５．６６ｔ ０．１８８ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
５．６６ｔ ０．１８８ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

 ⑩ 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 廃プラ 廃プラ（フレコン） 

全 処 理 委 託 量 ６．０ｔ １．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
６．０ｔ １．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

※事務処理欄   



 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ⑪ 現状 

【前年度（ ２０２５ 年度）実績】  

産業廃棄物の種類 ガラス 紙屑 

全 処 理 委 託 量 ０．４ｔ ０．８９ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
０．４ｔ ０．８９ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

 ⑫ 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ガラス 紙屑 

全 処 理 委 託 量 ２．０ｔ ０．０ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２．０ｔ ０．０ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  醤油製造工程における廃棄物発生・処理フローシート  

 

＜主要原料＞   ＜製造工程＞    ＜発生廃棄物＞     ＜処理・処分＞  

                                                 売却  

                                                （飼料）  

      

   ＜醤油製造工程＞                                 委託処理  

大豆屑等                                            （肥料）  

                                                       委託処理  

                                                       （乾燥）  

 

                                                    委託処理  

                                                 （乾燥）  

                                                 売却  

                                                      （石鹸・飼料）  

                                 排水処理施設             委託処理  

                                 汚泥脱水機               （肥料）  

 

                          委託処理  

                                                     （再生・埋立）  

        ＜包装工程＞                            委託処理  

                                               （再生・埋立）  

                                                     委託回収（再生） 

                              

                                                    委託処理  

＜事務所・厚生棟＞                                  （選別・焼却）   

                             

 

 

大豆  

小麦  

 

圧搾粕  

大豆屑等  

濾過助材  

 

醤油廃液  

排 水  

廃プラスチック  

ガラス屑  

 

段ボール  

可燃ゴミ  

生ゴミ  

脱水汚泥  

醤油油  



 

  味噌製造工程における廃棄物発生・処理フローシート  

 

＜主要原料＞   ＜製造工程＞    ＜発生廃棄物＞     ＜処理・処分＞  

                                                委託処理  

                                               （肥料）  

      

   ＜味噌製造工程＞                                 委託処理  

大豆屑等                                           （肥料）  

 

                                 排水処理施設             委託処理  

                                 汚泥脱水機              （肥料）  

 

                          委託処理  

                                                     （再生・埋立）  

        ＜包装工程＞                            委託処理  

                                               （再生・埋立）  

                                                       

      委託回収  

                                                      （再生）  

                                

                                  委託処理  

＜事務所・厚生棟＞                                       （選別・焼却）  

                             

 

大豆  

麦  

米  

味噌粕  

   

穀物屑等  

排 水  

廃プラスチック  

ガラス屑  

 

段ボール  

可燃ゴミ  

生ゴミ  

脱水汚泥  



①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模

③従　業　員　数

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 電話番号　0959-22-2111

　　　別紙のとおり

  ３３　電気業

  電気出力：500MW×1基　　合計　500MW

2026年4月1日～2027年3月31日

電源開発株式会社　松島火力発電所

長崎県西海市大瀬戸町松島内郷２５７３－３

（日本産業規格　Ａ列４番）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  住　所  長崎県西海市大瀬戸町松島内郷2573-3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　電源開発株式会社　松島火力発電所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　小西　勝久
こ　に　し　　　かつひさ

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

      58　名

様式第二号の八（第八条の四の五関係）

産業廃棄物処理計画書

事　業　場　の　名　称

事 業 場 の 所 在 地

計　　画　　期　　間

2026年6月18日

　長崎県知事
  　平　田　　研　殿

(第１面)



(第２面)

産業廃棄物の種類

排　　 出　　 量 　 t

産業廃棄物の種類

排　　 出　　 量 　 t

①現状

②計画

①現状

別紙のとおり 　

 （今後実施する予定の取組）

・継続して産業廃棄物の再資源化、有効利用の拡大を図る。

【前年度（令和7年度）実績】

別紙のとおり 　

 （これまでに実施した取組）

・ばいじん（石炭灰）中の未燃焼分管理をきめ細かく行い、フライ
アッシュの回収率が向上するよう努めた。
・再資源化し、有効利用先の拡大に努めた。

別紙のとおり

別紙のとおり

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 （管理体制図）　別添のとおり

 ①松島火力発電所　廃棄物管理業務運営組織図
 ②松島火力発電所　廃棄物関係責任者等の種類･職位並びに業務

 （分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・種類ごとに保管場所を確保し、汚泥等はサンプリングの徹底を図り、管理
に努めた。

 （今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・現状の取り組みを継続し、産業廃棄物の適切な管理に努める。

産業廃棄物の分別に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

②計画

【目標】



別
紙

（
第

2
面

関
係

）
-
①

 
　

産
業

廃
棄

物
の

処
理

に
係

る
管

理
体

制
に

関
す

る
事

項

管
理

体
制

図
①

廃
棄

物
管

理
業

務
運

営
組

織
図

別
紙

（
第

2
面

関
係

）
-
②

　
産

業
廃

棄
物

の
処

理
に

係
る

管
理

体
制

に
関

す
る

事
項

管
理

体
制

図
②

責
任

者
等

選
任

対
象

職
位

　
　

　
　

　
業

務
内

容

産
業

廃
棄

物
処

理
責

任
者

総
務

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

法
定

業
務

の
総

括
管

理

特
別

管
理

産
業

廃
棄

物
管

理
責

任
者

技
術

系
所

長
代

理
法

定
業

務
の

総
括

管
理

産
業

廃
棄

物
処

理
施

設
技

術
管

理
者

発
電

グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

産
業

廃
棄

物
処

理
施

設
の

維
持

管
理

2
.
 
法

定
業

務
と

は
、

廃
棄

物
処

理
法

に
定

め
る

業
務

を
言

う
。

3
.
 
特

別
管

理
産

業
廃

棄
物

管
理

責
任

者
は

、
特

別
管

理
産

業
廃

棄
物

を
所

有
又

は
取

扱
う

場
合

に
選

任
す

る
。

松
島

火
力

発
電

所
 
廃

棄
物

関
係

責
任

者
等

の
種

類
･
職

位
並

び
に

業
務

（
備

考
）

1
.
 
当

該
職

位
に

有
資

格
者

が
い

な
い

場
合

等
や

む
を

え
な

い
場

合
に

は
、

他
の

役
付

社
員

で
資

格
を

有
す

る
も

の
を

当
て

る
　

こ
と

が
で

き
る

。

施
設
の
管
理
者

発
電
所
長

産
業
廃
棄
物

処
理
責
任
者

産
業
廃
棄
物
処

理
施
設

技
術
管
理
者

発
電
グ
ル
ー
プ

保
修
グ
ル
ー
プ
・

J
-P
OW
ER
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

総
務
グ
ル
ー
プ

1
.産

業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
総
括
及
び
対
外
窓
口
業
務

2
.産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
管
理
に
関
す
る
取
り
ま
と
め

3
.産

業
廃
棄
物
の
全
般
に
係
る
技
術
的
事
項
の
取
り
ま
と
め

4
.一

般
廃
棄
物
の
管
理

5
.リ

サ
イ
ク
ル
品
の
管
理

6
.ス

ク
ラ
ッ
プ
等
の
売
却
に
関
す
る
業
務

1
.産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
運
転
管
理

2
.産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
保
守
管
理

3
.発

電
グ
ル
ー
プ
主
管
設
備
（
発
電
設
備
・
脱
硫
装
置
等
）
の
管
理
運
用
に
伴
っ
て
発
生

す
る
廃
棄
物
の
管
理

1
.保

守
委

託
設
備
の
業
務
遂
行
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の
分
別
排
出

2
.運

転
委

託
設
備
の
業
務
遂
行
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の
分
別
排
出

3
.設

備
の

改
善
･補

修
及
び
工
事
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の
管
理

そ
の
他
の
工
事
業
者
：
補
修
及
び
工
事
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の
分
別
排
出

運
転
委
託
・
保
守
委
託
設
備
の
業
務
遂
行
に
伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の
管
理

（
㈱

J-
PO
WE
Rビ

ジ
ネ
ス

サ
ー

ビ
ス
）厨

房
ゴ
ミ
の
管
理
、
空
缶
・
空
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
管
理

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

管
理
責
任
者
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【
前

年
度

（
令

和
7
年

度
実

績
)
】

（
単
位
：
ｔ
）

①
現

状
廃

棄
物

の
種

類
燃

え
が

ら
汚

泥
廃

油
廃

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
類

木
く

ず
金

属
く

ず
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
く

ず
・

ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

水
銀

使
用

製
品

廃
棄

物
（
蛍

光
灯

）
鉱

さ
い

が
れ

き
類

管
理

型
混

合
廃

棄
物

石
綿

含
有

廃
棄

物
(
非

飛
散

性
）

が
れ

き
類

石
綿
含
有
廃
棄

物
(
非
飛
散

性
）
金
属
く
ず

石
綿
含
有
廃
棄

物
(
非
飛
散

性
）
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類

廃
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ

廃
酸

ば
い

じ
ん

紙
く
ず

排
出

総
量

排
出

量
(
t
)

6
,
9
7
4
.
2
8

7
2
9
.
1
3

2
2
.
9
0

2
0
5
.
9
4

2
4
.
0
6

3
1
.
0
6

6
.
5
7

0
.
3
3

1
0
.
3
8

3
2
.
2
6

2
7
.
4
5

0
.
0
0

7
.
3
6

0
.
0
0

0
.
2
7

0
.
0
0

1
2
,
3
7
0
.
5
5

0
.
3
0

2
0
,
4
4
2
.
8
4

(
こ

れ
ま

で
に

実
施

し
た

取
組

）

【
目

標
 
】

（
単
位
：
ｔ
）

②
計

画
廃

棄
物

の
種

類
燃

え
が

ら
汚

泥
廃

油
廃

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
類

木
く

ず
金

属
く

ず
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
く

ず
・

ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

水
銀

使
用

製
品

廃
棄

物
（
蛍

光
灯

）
鉱

さ
い

が
れ

き
類

管
理

型
混

合
廃

棄
物

石
綿

含
有

廃
棄

物
(
非

飛
散

性
）

が
れ

き
類

石
綿
含
有
廃
棄

物
(
非
飛
散

性
）
金
属
く
ず

石
綿
含
有
廃
棄

物
(
非
飛
散

性
）
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類

廃
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ

廃
酸

ば
い

じ
ん

紙
く
ず

排
出

総
量

排
出

量
(
t
)

2
,
5
0
0
.
0
0

7
3
2
.
0
0

2
8
.
0
0

2
0
8
.
0
0

2
5
.
0
0

3
2
.
0
0

7
.
0
0

2
.
0
0

1
1
.
0
0

3
3
.
0
0

2
9
.
0
0

0
.
0
0

5
8
.
0
0

0
.
0
0

1
.
0
0

0
.
0
0

7
,
5
0
0
.
0
0

1
.
0
0

1
1
,
1
6
7
.
0
0

　
分

別
し

て
い

る
産

業
廃

棄
物

の
種

類
燃

え
が

ら
汚

泥
廃

油
廃

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ
ﾁ
ｯ
ｸ
類

木
く

ず
金

属
く

ず
ｶ
ﾞ
ﾗ
ｽ
く

ず
・

ｺ
ﾝ
ｸ

ﾘ
ｰ
ﾄ
く

ず
及

び
陶

磁
器

く
ず

水
銀

使
用

製
品

廃
棄

物
（
蛍

光
灯

）
鉱

さ
い

が
れ

き
類

管
理

型
混

合
廃

棄
物

石
綿

含
有

廃
棄

物
(
非

飛
散

性
）

が
れ

き
類

石
綿
含
有
廃
棄

物
(
非
飛
散

性
）
金
属
く
ず

石
綿
含
有
廃
棄

物
(
非
飛
散

性
）
金
属
く
ず

廃
ｱ
ﾙ
ｶ
ﾘ

廃
酸

ば
い

じ
ん

紙
く
ず

（
分

別
し

て
い

る
産

業
廃

棄
物

の
種

類
及

び
分

別
に

関
す

る
取

組
み

）

　

（
今

後
分

別
す

る
産

業
廃

棄
物

の
種

類
及

び
分

別
に

関
す

る
取

組
み

）

　
　

・
継

続
的

に
従

業
員

へ
の

教
育

を
行

い
、

産
業

廃
棄

物
の

分
別

保
管

を
徹

底
す

る
。

・
金

属
く

ず
・

鉱
さ

い
・

が
れ

き
類

・
木

く
ず

等
は

再
生

利
用

業
者

へ
の

処
理

の
委

託
に

努
め

る
。

・
産

業
廃

棄
物

の
細

分
類

化
を

進
め

性
状

に
応

じ
て

処
理

し
、

再
資

源
化

を
図

る
。

・
継

続
し

て
ば

い
じ

ん
（

石
炭

灰
）

の
国

内
セ

メ
ン

ト
会

社
等

で
の

有
効

利
用

の
拡

大
を

図
る

。

産
業

廃
棄

物
の

排
出

の
抑

制
に

関
す

る
事

項

産
業

廃
棄

物
の

分
別

に
関

す
る

事
項

②
計

画

①
現

状

・
再

資
源

化
し

、
有

効
利

用
先

の
拡

大
に

努
め

た
。

（
今

後
実

施
す

る
予

定
の

取
組

）

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

よ
る

間
仕

切
り

等
を

し
た

保
管

施
設

に
お

い
て

、
そ

の
種

類
ご

と
に

分
別

保
管

し
て

い
る

。
・

ば
い

じ
ん

（
石

炭
灰

）
に

つ
い

て
は

、
サ

イ
ロ

に
よ

る
分

別
・

保
管

を
行

っ
て

い
る

。



（第3面）

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和7年度）実績】　　実績なし

― ―

 （これまでに実施した取組）
　
  　　　　　　　―

②計画

― ―

―

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（令和7年度）実績】      実績なし

―

 （これまでに実施した取組）
　
  　　　　　　　―

【目標】　     計画なし

―

②計画

【目標 】　　計画なし

― ―

（今後実施する予定の取組）
　
  　　　　　　　―

 （今後実施する予定の取組）
　
  　　　　　　　―

―

―

― ―

―

― ―

― ―

― ―



別
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(
第
3
面

関
係

）

①
現
状

②
計
画

　

①
現
状

　

②
計
画

　

自
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計
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な
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(第４面)

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者
への処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産業廃棄物の種類

全 処 理 委 託 量

①現状

【前年度（令和7年度）実績】

別紙のとおり 別紙のとおり

 （これまでに実施した取組）
・契約締結前に委託先業者の財務状況の確認、現地でも維持管理状況、周辺
　状況等を確認している。
・また、委託契約後に定期的な処理状況確認も行っている。さらに、産廃ネ
　ットにて公開情報もチェックしている。
　なお、必要に応じて処理委託前に産業廃棄物の性状分析を行い情報共有し
　ている。
・産業廃棄物のうち、ばいじん（石炭灰）、燃え殻（石炭灰）については、
　一部を国内セメント会社等へ委託し再資源化を進めている。
・汚泥については、セメント原料として再利用されるようにしている。
・金属くず、廃油等においては分類を徹底し、有価物として再生利用業者へ
　の処理委託を進めている。

別紙のとおり

 （今後実施する予定の取組）

　　　　　　　　　　　　　　　―

― 　―

 

産業廃棄物の種類

【前年度（令和7年度）実績】　　実績なし

― 　―

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

―

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

―

 （これまでに実施した取組）

　　　　　　　　　　　　　　　―

②計画

【目標】　     計画なし

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

　―

　―

別紙のとおり

別紙のとおり

―

―

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとおり

―

―
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(第５面)

別紙のとおり 別紙のとおり

優良認定処理業者へ
の処理委託量

別紙のとおり 別紙のとおり

再生利用業者への処
理 委 託 量

別紙のとおり 別紙のとおり

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量

※事務処理欄

全 処 理 委 託 量

産業廃棄物の種類

②計画

【目標】

　別紙のとおり

―

― ― 

― 

 （今後実施する予定の取組）

・燃え殻・ばいじんの石炭灰の有効利用に努める。
・委託先にて処分される産業廃棄物について、処分場の定期的視察により
　適正な処理が確実に実施されるよう管理する。
　また、汚泥、金属くず・鉱さい・がれき類・木くず等再生利用業者への
　処理の委託に努める。

　別紙のとおり
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（第６面）

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２  当該年度の６月30日までに提出すること。

３
当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する
こと。

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元
請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種
に応じ事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了
するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入
すること。

４ 　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、
自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量
と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組
を記入すること。

５
　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理
委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関
する法律施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用
委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１
項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外
の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組
を記入すること。

６
　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別
紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、
産業廃棄物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記
入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記
入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

７ 　※欄は記入しないこと。

備考



処
理

計
画

用
・
実

施
状

況
添

付
資

料
　

（
第

２
面

　
産

業
廃

棄
物

の
排

出
の

抑
制

に
関

す
る

事
項

　
①

現
状

 ②
計

画
）
（
第

４
面

　
産

業
廃

棄
物

の
処

理
の

委
託

に
関

す
る

事
項

　
①

）
（
第

５
面

　
目

標
②

計
画

）
　

（
令

和
8
年

度
提

出
:　

令
和

8
年

度
  
産

業
廃

棄
物

処
理

計
画

）

　
単

位
：
ト

ン
／

年

R
0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績
R

0
8
年

度
計

画
R

0
7
年

度
実

績

2
,5

0
0
.0

0
0

6
,9

7
4
.2

8
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
,5

0
0
.0

0
0

6
,9

7
4
.2

8
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

7
3
2
.0

0
0

7
2
9
.1

3
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

7
3
2
.0

0
0

7
2
9
.1

3
0

6
6
2
.0

0
0

6
6
1
.1

7
0

6
6
2
.0

0
0

6
6
0
.2

6
5

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
8
.0

0
0

2
2
.8

9
7

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
8
.0

0
0

2
2
.8

9
7

1
3
.0

0
0

1
1
.4

5
4

5
.0

0
0

2
.4

9
4

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
0
8
.0

0
0

2
0
5
.9

4
2

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
0
8
.0

0
0

2
0
5
.9

4
2

2
0
8
.0

0
0

2
0
5
.9

4
2

1
6
9
.0

0
0

1
6
8
.5

2
8

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
5
.0

0
0

2
4
.0

6
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
5
.0

0
0

2
4
.0

6
0

2
4
.0

0
0

2
3
.8

4
0

2
4
.0

0
0

2
3
.8

4
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

3
2
.0

0
0

3
1
.0

5
8

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

3
2
.0

0
0

3
1
.0

5
8

3
2
.0

0
0

3
1
.0

5
8

2
8
.0

0
0

2
7
.4

1
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

7
.0

0
0

6
.5

7
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

7
.0

0
0

6
.5

7
0

7
.0

0
0

6
.5

7
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
.0

0
0

0
.3

3
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
.0

0
0

0
.3

3
0

2
.0

0
0

0
.3

3
0

2
.0

0
0

0
.3

2
4

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
1
.0

0
0

1
0
.3

8
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
1
.0

0
0

1
0
.3

8
0

1
1
.0

0
0

1
0
.3

8
0

1
1
.0

0
0

1
0
.3

8
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

3
3
.0

0
0

3
2
.2

6
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

3
3
.0

0
0

3
2
.2

6
0

3
3
.0

0
0

3
2
.2

6
0

3
1
.0

0
0

3
0
.9

0
9

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
9
.0

0
0

2
7
.4

4
8

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

2
9
.0

0
0

2
7
.4

4
8

2
9
.0

0
0

2
7
.4

4
8

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

5
8
.0

0
0

7
.3

6
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

5
8
.0

0
0

7
.3

6
0

5
8
.0

0
0

7
.3

6
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
.0

0
0

0
.2

7
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
.0

0
0

0
.2

7
0

0
.0

0
0

0
.2

7
0

0
.0

0
0

0
.0

0
2

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

7
,5

0
0
.0

0
0

1
2
,3

7
0
.5

5
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

7
,5

0
0
.0

0
0

1
2
,3

7
0
.5

5
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

3
,5

6
4
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
.0

0
0

0
.3

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
.0

0
0

0
.3

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
1
,1

6
7
.0

0
0

2
0
,4

4
2
.8

3
5

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

1
1
,1

6
7
.0

0
0

2
0
,4

4
2
.8

3
5

1
,0

7
9
.0

0
0

1
,0

1
8
.0

8
2

9
3
2
.0

0
0

4
,4

8
8
.1

5
2

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

　
 ※

上
記

種
類

に
分

類
で

き
な

い
産

業
廃

棄
物

が
あ

る
場

合
に

限
り

、
空

欄
へ

そ
の

産
業

廃
棄

物
の

具
体

的
な

名
称

を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。

 

※
１

松
島

火
力

発
電

所
に

事
業

所
を

置
く
J
-
P
O

W
E
R

グ
ル

ー
プ

会
社

の
実

績
の

合
計

。

※
２

長
崎

県
の

指
導

に
よ

り
、

松
島

火
力

発
電

所
所

有
の

産
業

廃
棄

物
最

終
処

分
場

以
外

は
、

委
託

処
理

扱
い

と
す

る
。

H
2
8
年

度
実

績
分

よ
り

。
（
該

当
：
石

炭
灰

（
も

え
が

ら
、

ば
い

じ
ん

）
の

北
九

州
　

響
灘

海
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埋
立

処
理

分
）

電
源

開
発

㈱
　

松
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火
力

発
電

所
　

令
和

8
年

度
処

理
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画

排
出

抑
制
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等
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る
事

項
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出
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再
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利

用
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産
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棄

物
の

量
自

ら
熱

回
収

を
行
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産
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廃

棄
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の
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ら

中
間
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に
よ

り
減

量
す

る
産
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廃

棄
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の
量

自
ら
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分

又
は

海
洋

投
入

処
分

を
行

う
産
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棄
物

の
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熱
回

収
業
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以
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業
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炭
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汚
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金
属
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ス
く
ず

・
コ

ン
ク
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廃
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ッ
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光
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銀
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き
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管
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混

合
廃

棄
物

(汚
泥

・
燃

え
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・
鉱

さ
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が

れ
き
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廃
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金

属
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他
）
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散
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廃
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が

れ
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廃
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綿
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有
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類

廃
ア

ル
カ

リ

廃
　

　
　

酸

ば
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炭

灰
）

廃
棄
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の
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廃

棄
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の
種

廃
棄

物
の

種
廃

棄
物
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種

廃
棄

物
の

種
廃

棄
物

の
種



中間処理委託(t)
優良認定処
理業者への
委託量(t)

再資源化量(t) 最終処分量(t) 　再資源化

燃え殻（⽯炭灰） 6,974.280 2,500.000 0.000 0.000 0.000 2,500.000

JP 1,149.330 2,500.000 0.000 0.000 0.000 2,500.000 他社埋立

JPGS 5,824.950 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

汚泥 729.130 732.000 689.000 662.000 662.000 70.000

JP 537.910 727.000 685.000 662.000 661.000 66.000

JPGS 187.770 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

ＪＰＢＳ 3.450 5.000 4.000 0.000 1.000 4.000 乾燥→焼却→ｾﾒﾝﾄ会社へ

廃油（廃ウエス等含む） 22.897 28.000 25.000 13.000 5.000 23.000

JP 16.615 18.000 17.000 12.000 2.000 16.000

JPGS 5.788 7.000 6.000 0.000 2.000 5.000 燃料化し製油会社へ

JPBS 0.284 2.000 1.000 1.000 1.000 1.000 ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ燃料として再利用

JPTS 0.210 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000 油水分離

廃プラスチック類 205.942 208.000 208.000 208.000 169.000 39.000

JP 170.230 171.000 171.000 171.000 169.000 2.000

JPGS 35.310 36.000 36.000 36.000 0.000 36.000

JPTS 0.402 1.000 1.000 1.000 0.000 1.000

⽊くず 24.060 25.000 25.000 24.000 24.000 1.000

JPGS 23.840 24.000 24.000 24.000 24.000 0.000

JPTS 0.220 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000

⾦属くず 31.058 32.000 32.000 32.000 28.000 4.000

JP 1.560 2.000 2.000 2.000 2.000 0.000

JPGS 28.620 29.000 29.000 29.000 26.000 3.000
分類し製鉄業者へ　製鉄原料
安定型埋立

ＪＰＢＳ 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPTS 0.878 1.000 1.000 1.000 0.000 1.000

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 6.570 7.000 7.000 7.000 0.000 7.000

JP 0.710 1.000 1.000 1.000 0.000 1.000

JPGS 5.860 6.000 6.000 6.000 0.000 6.000 安定型埋立

蛍光灯類（水銀使用製品廃棄物） 0.330 2.000 2.000 2.000 2.000 1.000

JP 0.120 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000

JPGS 0.210 1.000 1.000 1.000 1.000 0.000 ⽔銀精製所へ
鉱さい 10.380 11.000 11.000 11.000 11.000 0.000

JPGS 10.380 11.000 11.000 11.000 11.000 0.000 焼成しｾﾒﾝﾄ原料

がれき類 32.260 33.000 33.000 33.000 31.000 2.000

JP 26.630 27.000 27.000 27.000 27.000 0.000

JPGS 5.630 6.000 6.000 6.000 4.000 2.000  破砕・分級し、再⽣破⽯製造安定型埋⽴

JPTS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

27.448 29.000 2.000 29.000 0.000 29.000

JP 8.540 9.000 0.000 9.000 0.000 9.000

JPGS 17.760 18.000 0.000 18.000 0.000 18.000
ｵｰ･ｴｽ
管理型埋立

JPTS 1.148 2.000 2.000 2.000 0.000 2.000 環境産業

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPGS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 管理型埋⽴
7.360 58.000 0.000 58.000 0.000 58.000

JP 0.000 50.000 0.000 50.000 0.000 50.000 管理型埋⽴
JPGS 7.360 8.000 0.000 8.000 0.000 8.000 管理型埋⽴

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPGS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 管理型埋⽴
廃アルカリ 0.270 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000

JP 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPGS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

ＪＰＢＳ 0.270 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000

廃 酸 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JP 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPGS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 補修作業時、拭き取り廃ｳｴｽ焼却処分

JPTS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
希硫酸　中間処理：冷却水納付にて中間処理：
残差汚泥を焼却し管理型埋立　廃棄物排出量
の2～３％

ばいじん（⽯炭灰） 12,370.550 7,500.000 0.000 0.000 0.000 7,500.000

JP 0.000 7,500.000 0.000 0.000 0.000 7,500.000 他社埋立

JPGS 12,370.550 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

- - -

- - -

紙くず 0.300 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000

JPTS 0.300 1.000 1.000 0.000 0.000 1.000

産廃排出量 総合計 20,442.835 11,167.000 1,036.000 1,079.000 932.000 10,236.000

廃⽯綿等 29.930 31.000 31.000 31.000 0.000 31.000

JP 29.410 30.000 30.000 30.000 0.000 30.000

JPGS 0.520 1.000 1.000 1.000 0.000 1.000 管理型埋⽴
JPTS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 管理型埋⽴

廃ｱﾙｶﾘ（ph12.5以上） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPGS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPBS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

燃えやすい（引⽕性）廃油 2.670 3.000 3.000 3.000 0.000 3.000

JPGS 2.670 3.000 3.000 3.000 0.000 3.000 最終処分量＝管理型埋⽴
鉛蓄電池（強酸） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPGS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPBS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

JPTS 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

報告対象量 32.600 34.000 34.000 34.000 0.000 34.000

14.520 1.000 1.000 0.000 1.000 0.000

PCB含有廃棄物 JP 14.520 1.000 1.000 0.000 1.000 0.000
焼却後残渣は
管理型埋立

特管産廃 総合計 47.120 35.000 35.000 34.000 1.000 34.000

混合廃棄物 （もえ殻・汚
泥・鉱さい・がれき類）
(管理型埋⽴）

⽯綿含有廃棄物（⾮⾶
散性）がれき類

⽯綿含有廃棄物（⾮⾶
散性）⾦属くず

⽯綿含有廃棄物（⾮⾶散
性）廃プラスチック類

産業廃棄物
2025年度

処理実績(t)

産業廃棄物
2026年度

発生量計画(t)

2026年度　産　業　廃　棄　物　処　理　計　画
別 添

（単位：ﾄﾝ）

①自ら再生
利用を行う
量

排出
事業者

産業廃棄物
の種類

2026年度の産業廃棄物処理計画

②自ら熱回
収を行う量

③自ら中間
処理により
減量する量

④自ら埋立
処分又は海
洋投入処分
を行う量

⑤処理の委託に関する事項

特管産廃については届出数量
（50T)未満につき報告不要



様式第二号の八（第八条の四の五関係）

長崎県知事 殿

提出者

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

(日本産業規格　Ａ列4番）

令和8年4月1日～令和9年3月31日

06：総合工事業

元請完成工事高（令和6年度）34,239百万円

251人　（令和6年3月31日現在）

福岡市中央区天神二丁目13番7号

戸田建設株式会社　九州支店

執行役員　支店長　重本　彰

092-753-4113

戸田建設株式会社　九州支店

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別添１ 処理工程図のとおり

（第1面）

①事　業　の　種　類

②事　業　の　規　模

③従　 業　 員 　数

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

産業廃棄物処理計画書

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

住 所

氏 名

電話番号

令和8年6月15日



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和7年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

・廃プラスチック類のさらなる分別・有価売却
・作業所毎の産廃排出計画書を厳密に審査し、排出抑制につなげる
・土嚢袋の代わりにエコバックを使用する

・木くず、コンクリート、アスファルトがらに関しては、建設リサイク
ル法基本方針に則り、分別を徹底している。
・混合物のコンテナを除いて他に、少なくとも２つ以上は分別ボックス
を設置している。（木くず、石膏ボード類）

上記に加え、今後さらに分別を徹底させる方策として、紙くず、金属く
ずの１㎥ボックスを設置し、一斉清掃の時間で混廃ボックスの仕分け作
業を実施する。（リサイクル運動）

－

排    出    量

・事前測定の厳密化による廃棄物発生量の抑制（木くず）
・現場内乾燥、脱水処理による減量化（汚泥）
・圧縮袋使用による軟性廃プラの減量化（廃プラスチック類）
・有価物での搬出（スクラップ・ダンボール）

（第2面）

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

別添２ 管理体制図のとおり

①現状

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり －

排    出    量



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和7年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和7年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

－

－

－

－

・特に実施していない。

－

－

・特に予定していない。

－

－

－

・特に実施していない。

－

①現状

②計画

産業廃棄物の種類

自ら中間処理により減量した

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

・特に予定していない。

（第3面）

②計画

①現状

産業廃棄物の種類

－

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－

－

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

－

－



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和7年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和7年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

②計画

産業廃棄物の種類

－

－

・特に実施していない。

－

－

・特に予定していない。

（第4面）

①現状

産業廃棄物の種類 令和8年6月15日

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

－

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
①現状

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処  理  委  託  量

再生利用業者への
処 理 委 託 量

・委託基準に従って、産業廃棄物を委託できる業者を選定し、書面また
は電子による契約を実施している。
・リサイクル率の高い処分業者を選定し契約をしている。



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

（第5面）

全 処 理 委 託 量 46,188.0

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処  理  委  託  量

②計画

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり

再生利用業者への
処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

・可能な限り優良認定処理業者へ委託する。
・電子マニフェストの導入を進めている。利用率100％である。
・定期的に委託先処理業者へ赴き、現地確認を行う。
・電子契約普及率85％を目指しているが、将来定期には100％を目指す。



(第6面）

備考

1    前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 　 当該年度の６月30日までに提出すること。

3 　 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には､製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）､建設業の場合における元請完成

　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

　模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

　の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

4  　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5  　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6  　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7  　※欄は記入しないこと。



別添１ 処理工程図

④産業廃棄物の一連の処理の工程　別紙 ###

発生源

　　

埋立

　産業廃棄物の流れ

　委託処理部分の範囲

埋立

混合廃棄物
（管理型含む）

破砕・選別 再生
（再生紙、チップ、

焼却

再生
（再生クラッシャーラ

アスファルトがら 破砕 再生
（再生アスファルト合

埋立
（燃え殻）

建設系混合廃棄物 混合廃棄物
（安定型のみ）

破砕・選別 再生
（再生路盤材）

がれき類 選別 コンクリートがら 破砕 再生
（再生路盤材）

廃石膏ボード 破砕 再生
（土壌硬化材）

焼却 埋立
（燃え殻）

圧縮、切断 再生
（再生鉄材）

ガラス 再生
（エコブロック）

蛍光 再生
（反応槽）

ガラスくず及び
陶磁器くず

破砕 埋立

蛍光灯 破砕・選別 金属

焼却 埋立
（燃え殻）

金属くず 選別 再生
（鉄屑、非鉄金属

焼却 埋立
（燃え殻）

木くず 破砕 再生
（燃料、堆肥、木

破砕、選別 再生
（再生プラスチック、

埋立

紙くず 破砕 再生
（再生紙材料）

廃棄物 処理・処分

各
 
作
 
業
 
所

薬剤固化

再生
（再生路盤材、再

混合撹拌

再生
（再生路盤材、調

建設汚泥 造粒固化 再生
（再生土）

洗浄分級 再生
（埋戻し砂、クッショ

沈殿、分離 再生
（覆土）

脱水

廃プラスチック類



別添２ 管理体制図

支店次長（土木担当） 土木工事２部　

沖縄土木営業支店 土木原価管理課

土木技術課

プロダクト設計部 土木企画課

環境設備部 土木営業部

建築技術営業部 土木工事１部

建築工事部工事５室

建築設計室

建築工事部原価管理課

建築工事部

建築工事部技術課

建築工事部工事２室

改善活動推進部

建築工事部工事３室

ＣＳ課

建築工事部工事４室

コスト管理部

建築品質環境管理部環境管理課

土木品質環境管理部 品質環境管理課

戸田建設 九州支店

建築工事部工事１室

戦略事業室

管理部土木管理グループ

安全管理部 管理部内部統制準備室

建築品質環境管理部 建築品質環境管理部品質管理課

産業廃棄物管理担当
管理部 管理部管理グループ

管理部建築管理グループ

産業廃棄物管理責任者



産業廃棄物処理計画書 別紙集計表

現状：前年度（令和7年度）実績量

計画：今年度（令和8年度）計画量（目標） ########

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

廃プラスチック類 23.50 22.33 － － － － － － － － 23.50 22.33 19.00 18.05 23.50 22.33 0.00 0.00 0.00 0.00

紙くず 6.38 6.06 － － － － － － － － 6.38 6.06 2.78 2.64 6.38 6.06 0.00 0.00 0.00 0.00

木くず 58.34 55.42 － － － － － － － － 58.34 55.42 7.14 6.78 58.34 55.42 0.00 0.00 0.00 0.00

廃石膏ボード 10.02 9.52 － － － － － － － － 10.02 9.52 10.02 9.52 10.02 9.52 0.00 0.00 0.00 0.00

コンクリート片 3,554.34 3,376.62 － － － － － － － － 3,554.34 3,376.62 79.20 75.24 3,554.34 3,376.62 0.00 0.00 0.00 0.00

アス・コン片 15.04 14.29 － － － － － － － － 15.04 14.29 0.00 0.00 15.04 14.29 0.00 0.00 0.00 0.00

その他がれき類 106.02 100.72 － － － － － － － － 106.02 100.72 22.50 21.38 106.02 100.72 0.00 0.00 0.00 0.00

建設混合廃棄物（管理型） 77.88 73.99 － － － － － － － － 77.88 73.99 66.88 63.54 77.88 73.99 0.00 0.00 0.00 0.00

合計 3,851.52 3,658.95 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 3,851.52 3,658.95 207.52 197.15 3,851.52 3,658.95 0.00 0.00 0.00 0.00

産業廃棄物の種類

排出抑制 自ら行う中間処理 処理の委託

自ら再生利用を
行った(行う)量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を
行った(行う)量排 出 量

自ら熱回収を
行った(行う)量

自ら中間処理により

減量した(する)量 全 処 理 委 託 量
優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
再生利用業者への

処 理 委 託 量
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和８年 ６月１７日  

 

長崎県知事  殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県西彼杵郡時津町浦郷274番1 

氏 名 時津町長 山 上 広 信     

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５－８８２－２５３８   

 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  時津町 子々川浄水場 

事 業 場 の 所 在 地  西彼杵郡時津町子々川郷１７４０番地 

計 画 期 間  令和 ７年 ４月 １日 ～ 令和 ８年 ３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 上水道事業 

② 事 業 の 規 模 浄水量（取水量）８，３６８m3／日（平均） 

③ 従 業 員 数 浄水場従事職員 １１名（責任者（所長）含む） 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

浄水場処理工程：                        

取水→子々川浄水場着水→沈澱池→排泥池→濃縮槽→貯留槽→天日乾

燥床（汚泥脱水及び乾燥） 

汚泥搬出及び処理委託 

天日乾燥床処理後委託業者へ汚泥搬出→中間処理→運搬→最終処分 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（（管理体制図） 

時津町役場 

       

廃棄物担当（主事 １名） 
 

総括責任者（上下水道課長） 

 

 

時津町子々川浄水場    運転管理委託業者 

 

 

 

運転管理従事者（１０名） 
 

運転管理責任者（所長） 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】       

産業廃棄物の種類 上水汚泥  

排 出 量 １，５８０ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 上水汚泥の元となる濁度の高い原水の取水を抑制し、濁度が低い原

水を取水し排出の抑制に努めている。 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 上水汚泥  

排 出 量 １，５８０ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

今後も従来同様に濁度が低い原水を優先的に取水し、減量化に努め

たい。 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 

委託業者本社 

代表取締役 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】  

産業廃棄物の種類 上水汚泥  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
１，２７６ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

天日乾燥工程において、効率がよい夏場に多くの搬出を行い、全体

量の減量化を図った。 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 上水汚泥  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
１，３２０ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

今後も上水汚泥の天日乾燥減量化は、冬季については汚泥含水率が

低下しないことから、乾燥期間を夏場に重点的にシフトするように運

転管理の調整を実施する。 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】  

産業廃棄物の種類 上水汚泥  

全 処 理 委 託 量 ３０４ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
３０４ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

効率的な固液分離により、天日乾燥汚泥の含水率を低下させ、委託

処分量の減量化に努めた。 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 上水汚泥  

全 処 理 委 託 量 ２６０ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
２６０ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

今後とも夏場における効率的な固液分離を図り、天日乾燥汚泥の含

水率を低下による委託処分量の減量化に努める。 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和 8年 5月 11日

長崎県知事 平田 研  殿

提出者

住 所 西彼杵郡時津町浦郷 274番地 1

氏 名 時津町長 山 上 広 信
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 095-882--2538(直 通)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 時津浄化センター

事 業 場 の 所 在 地 西彼杵郡時津町久留里郷 1441番 地

計 画 期 間 令和 8年 4月 1日 ～ 令和 9年 3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 下水処理場

② 事 業 の 規 模 流入水量 8, 871∬ /日 (平均)

③ 従 業 員 数 浄化センタエ従事職員 15名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

…815,身 2別紙のとおり

(日本工業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(上下水道課長)

廃棄物担当 (課長補佐 1名 )

代表取締役

ヒセンか―  運転管理委託業者

(所長)

当 (技術担当者)

産業廃棄物の種類 汚泥

排  出  量 164, 672t t

初沈汚泥は車力濃縮、余剰汚泥は機械濃縮を行いそれぞれの汚泥の濃
縮濃度を上げ減量化に努めた。

(これまでに実施した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥

排  出  量 162, 588t t

流入水量もやや安定してきているなか、今後も前年度同様にさらなる

減量化に努める。

今後実施する予定の取組)

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

産業廃棄物の分別に関する事項



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら を行つた
t t

① 現状
産業廃棄物の量

(これまでに実施した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
t t

② 計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和7年度)実績】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃葉物の量
162, 707t t

(これまでに実施した取組)

濃縮性が高い薬品を使用し減量化に努めている。

【目標】

産業廃棄物の種類 汚泥

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
160, 643t t

(今後実施する予定の取組)

今後も前年度同様に減量化に努めると

② 計画



(第 4面)

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら 又 は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

自い行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和7年度)実績】

産業廃棄物の種類 下水道汚泥

1, 965t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量
1 965t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

(これまでに実施した取組)
収集処分まで的確に確認し管理を行つた。
脱水機の故障によリー時増加したが早急の対応を行い、減量に努めた



(第 5面)

② 計画

【目標】

産業廃棄物の種類 下水道汚泥

全 処 理 委 託 量 1 940t t

t t

1 940t t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

施設の改築更新を計画的に進めるなか、脱水設備等の適切な管理によ

つて、少しでも最終委託量を滅量化できるよう努めたい。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,00oト ン以上の事業場ごとに1枚作成すること。
2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。
8 「当該事業場において現に行らている事業に関する事項」の欄lま、以下に従つて記入すること。
(l)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元讃完成

工事高'(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等め業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。
4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
間処理を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃葉物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条の■第2号に該当する者)入の処理委託量、処理業者今の再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼去口処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者

今の焼去「処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「下」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



産業廃棄物処理計画書 内訳書 (廃棄物の種類が3つ以上ある場合この表を使用してください。) 別 紙

数字 (t)

合計

1,4989

0.0

0.0

0.0

0,0

1,498.9

449.7

1,049.2

0.0

0.0

廃石綿

廃棄物の排出の抑制に関する事項

0.0

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分

産業廃棄物の処理の委託に関ずる事項

0.0

0.0

0.0

廃油

0.0

0.0

0.0

0.0

繊維く
ず

0.0

0.0

0.0

0.0

廃石青
ボード

0.0

0.0

0.0

0.0

金属くず

0.0

0.0

0.0

0.0

廃プラ
スチック
類

0.0

0.0

0.0

0.0

混合廃
棄物

040

0.0

0.0

0.0

建設汚
泥

1,3

i3

0.4

0.9

木くず

1,222.7

1,222.7

366.8

855.9

力
｀
ラス・

陶磁器
くず

0.0

0.0

0.0

0.0

その他
の瓦礫
類

0.0

0.0

0.0

0.0

アスファ)レト

塊

59.4

59.4

17.8

41.6

コンクリート
塊

215.6

215.6

64.7

150.9

廃 棄 物 の 種 類

排出量

自ら再生利用を行う量

自ら熱回収を行つた量

自ら中間処理により減員する量

自ら埋立処分を行う量

全処理委託量

(内訳)優良認定処理業者へ処理を委託する量

(肉訳)再生利用業者へ委託を委託する量

(内訳)認定熱回収業者へ処理を委託する量

(内訳)認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量

②計画(8年度計画)

②計画(8年度計画)

(8年度計画)

②計画(8年度計画)

画 (8年度計画 )



様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )
1

提出者

住 所  長崎県諌早市栄田町21-22

氏 名  長崎ブロイラー産業株式会社
代表取締役  森山 英樹

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0957-25-1400

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

長崎県知事 殿

令和 8年  5月  29日

長崎ブロイラー産業株式会社事業場の名称

長崎県諌早市栄田町21-22事業場の所在地

令和 9年  3月 まで令和 8年  4月計画期間

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事業の種類

②事業の規模

③従業員数

別添図-1

09 食料品製造業

186億9千万円 製造品出荷額前年度実績

319名 令和 8年 3月 末現在

…8:61- 2④産業廃棄物の一
連の処理の工程

4日



2

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別添図-2

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (    令和 7年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り 別紙のとお り

排出量 別紙のとおり 別紙のとおり

で した

1.汚泥については、排水処理槽の脱窒素処理で、表面浮上した高濃
度汚泥の回収を行い、汚泥脱水機で脱水することで、余剰発生量を

抑制。又、脱水の際に使用する高分子凝集剤の適正な選定で、脱水

汚泥の含水率が上がらないように調整している。

2.廃アルカリ (鶏の血液)は、直接専用容器に回収し、その際に洗
ヤ`よ

①現状

②計画

にしてい

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り 別紙のとお り

排出量 別紙のとお り 別紙のとお り

る予 の

1.排水処理により発生する余剰汚泥を抑える為、原水加圧浮上槽に

最終曝気槽の活性化した、曝気槽汚泥水を一部入れ高分子凝集剤と

混合して加圧浮上除去し、原水負荷を下げて汚泥の発生量を抑制す

る。

2.廃アルカリ (鶏の血液)は、直接専用容器に回収し、その際に洗
浄水が入らないように徹底を図る。

るζ廃棄物の分別に関I

①現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )
2.廃アルカリ (鶏の血液)は、直接専用容器に回収し、その際に洗
浄水が入らないようにしている。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )
2.廃アルカリ (鶏の血液)は、直接専用容器に回収し、その際に洗
浄水が入らないように徹底を図る。

雇匿詞

②計画



3 ]

の

①現状

【前年度 (
一年度)実績】

の /
自ら再生利用を行つた
産業廃棄物の量

t ― t

(これまでに実施 した取組 )

②計画

の

の量
t t

定の取組 )

の る

【前年度 ( 令和 7年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

ら を つ
t t

の

イこ した
別紙のとお り t

①現状 の

で に した

りF水処理施設の汚泥については、余剰汚泥脱水に使用する高分子疑集剤の適

正な選定で、脱水汚泥の含水率が上がらないように調整している。 (JF水処理

施設より発生する汚泥についてはコンサルタント業者を入れて改善取組中。)

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとお り

ら 回
t t

の

り る
別紙のとお り t

②計画 の

る予 の

1.排水処理施設の汚泥については、余剰汚泥脱水に使用する高分子疑集剤
の適正な選定で、脱水汚泥の含水率が上がらないように調整する。 (排水処理

施設より発生する汚泥についてはコンサルタント業者を入れて改善に引き続き

取組む。)



4

【前年度 ( 一年度)実績】

産業廃棄物の種類

― tt
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量①現状
しイこれまで

【目標】

産業廃棄物の種
ッ

tt

②計画

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

のる

(これまでに実施した取組 )

1。 自社脱水機により脱水された汚泥 (脱水汚泥)は委託処理業者に委託し、
全量肥料化され再生利用されている。

2.鶏の屠殺処理工程から発生する、廃アルカリ (鶏の血液)は、委託処理業
者により、全量肥料化され再生利用されている。

― t

へ の
別紙のとお り別紙のとお り

― t

tの

t①現状

t t

の

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

産業廃棄物の種類

全処理委託量

認

7年度)実績】

別紙のとおり

別紙のとおり

別紙のとお り

別紙のとおり

以外

の熱回収を行 う業者

【前年度 (   令和

へ の
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【目標】

別紙のとお り 別紙のとお り産業廃棄物の種類

別紙のとおり別紙のとおり

tt

別紙のとお り 別紙のとおり

tt

t t

全処理委託量

定の取組 )

1.自社脱水機により脱水された汚泥 (脱水汚泥)は処理業者に処理委託を
継続する。 (委託先で全量肥料化され再利用される。 )

2.工場の屠殺放血処理工程から発生する廃アルカリ(鶏の血液)は、回収
ピットよリポンプアップで専用容器に回収され、委託処理業者に委託を継続

する。   (委 託先で全量肥料化され再利用される。)

②計画

※事務処理欄



別紙
産業廃棄物処理計画実施状況

2,706

2,200

1,355

1,000

1,351

1,200

再生利用

業者への

処理委託量

0.010

0.495

0.400

2.723.9

2,215.4

1.355

1.000

1.351

1.200

6.125

5.000

3.850

3.000

7.447

7.000

0.018

全量委託量

1,345

1.000

1,345

1,000

自己中間処理

後の残さ量

17,150

14,000

17,150

14,000

自己中間処理

減量化量

18。495
15,000

自己中間
処理量

18,495

15.000

19,873.9

16.215.4

5.000

3.850

3.000

7.447

7.000

0.018

0.010

0.495

0.400

排出量

18,505

15,000

1,351

1,200

6.125

u

尺

画

己

状

画

己

画

画

画

現 |

]

現

]

二
一一ロ

]

二
一一ロ

]

]

蹴
／
詢
一一
いロ

ガラスくず、コンク
リートくず、陶磁器く

廃油

総合計

汚泥

廃アルカリ

廃プラスチック

木くず

金属くず

廃棄物
の

種類



産業廃棄物の発生から処理工程

*ブロイラーの血液発生
↓(容器で回収)

廃アルカリ(血液)

【委託処理業者】
(中間処理)
↓
[月巴米半化]

【委託処理業者】
(中間処理 )
[再生]又は、
[埋め立て処分 ]

別添図―司

* 汚

汚泥 (脱水汚泥 )

【委託処理業者】
(中間処理)
↓
[月巴米半化]

の脱水 ) ・フI ―ザー

加 工出 荷

フス



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

理

別添図-2

O委託契約の締結。
O監督官庁への各種報告。

の

O工場の廃棄物管理規定の策定。
O社員、関連会社に対する教育 H啓発。
(排出される廃棄物の分別指導等。)

ル の

工 の

O廃棄物処理計画書の資料作成。
O産業廃棄物発生の低減及び改善。
O廃棄物処理施設の管理。(汚泥脱水施設 )

の 付 ニ 理 。

O廃棄物発生状況の把握と改善策の検討。環境対策管理
発生の低減



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

8年 6月 15日  

 

長崎県知事  平田 研 殿 

 

提出者  〒850-8685            

 住 所  長崎市魚の町4-1         

氏 名  長崎市上下水道事業管理者    

上下水道局長 片江 伸一郎   

（担当：浄水課浄水施設係 TEL 095-829-1213） 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  道ノ尾浄水場 

事 業 場 の 所 在 地  西彼杵郡長与町高田郷38番地 

計 画 期 間  令和8年 4月 ～ 令和9年 3月 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 水道事業 

②事 業 の 規 模 令和7年度 道ノ尾浄水場配水量実績 3,782,990㎥ 

③従 業 員 数 上下水道局職員数 約250名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

1.浄水工程のうち沈澱池・ろ過池等の洗浄時に発生した排水スラッジを

天日乾燥して生成する。 

2.天日乾燥床より収集し、中間処理施設まで運搬。（委託） 

3.中間処理施設にて脱水処理を行う。（委託） 

4.建設資材等（埋め戻し材・盛土等）として有効活用。 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 収集運搬、中間/最終処分業者と委託契約。 
※2 電子マニフェストにより処理状況を確認。 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】       

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

排 出 量 1,100ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

当局の浄水場から発生する浄水汚泥に対して直接的な抑制策は講

じていない。 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

排 出 量 1,100ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特に無し 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

浄水工程により発生する汚泥のみである。 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

浄水工程により発生する汚泥のみである。 

 

【排出事業者】 

長崎市上下水道局 

【排出事業場】 

長崎市上下水道局 各浄水場 

・汚泥を収集運搬業者に引き渡す。 

  

（指示・通達・情報） 

【中間/最終処分業者】 

・汚泥は中間処理施設にて焼却、脱水等を行

い、建設資材等（埋め戻し材・盛土等）と

して有効活用。 

【収集運搬業者】 

・収集した汚泥を中間処理施設へ運搬

する。 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】  

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
1,031ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

直接的な抑制策は講じていない。 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
1,030ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

特に無し。 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】  

産業廃棄物の種類 汚泥（浄水）  

全 処 理 委 託 量 69ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
69ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

中間処理施設にて焼却、脱水等を行い、建設資材（埋め戻し材・盛

土等）として有効活用。 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 70ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
70ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

中間処理施設にて焼却、脱水等を行い、建設資材等（埋め戻し材・

盛土等）として有効活用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和８年６月１０日  

 

長崎県知事 平田 研 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県諫早市永昌東町25－8      

氏 名 長崎県県央振興局          

局長 大塚 英樹         

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0957-22-0010 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  大村湾南部浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  諫早市貝津町1410番地 

計 画 期 間  令和８年４月１日から令和９年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 36 水道業 

②事 業 の 規 模 下水道計画面積 1,653ha 下水道計画人口 42,430人 

③従 業 員 数 受託者19人 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

【有機物汚泥】 

産業廃棄物搬出⇒収集運搬⇒堆肥化施設⇒製品 

【し渣・沈砂】 

産業廃棄物搬出⇒収集運搬⇒焼却炉施設⇒製品 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】       

産業廃棄物の種類 有機物汚泥 し渣・沈砂 

排 出 量 35,217ｔ 9ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 有機物汚泥 し渣・沈砂 

排 出 量 38,007ｔ 10ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

 

県央振興局 

  局長 

 

道路第二課 

  課長 

 

道路第二課 

  係長 

 
道路第二課 

 主任技師 

 

委託維持 

 管理者 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】  

産業廃棄物の種類 有機物汚泥  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
32,343ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 有機物汚泥  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
34,905ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和７年度）実績】  

産業廃棄物の種類 有機物汚泥 し渣・沈砂 

全 処 理 委 託 量 2,874.37ｔ 9ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
2,874.37ｔ 9ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 有機物汚泥 し渣・沈砂 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
3,102ｔ 10ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 


